
春日市立春日南中学校 

 ＜学校教育目標＞ 
 総合的な人間力を培い、地域の担い手となる生徒の育成 
      －地域貢献から地域参画への転換－ 
 
＜生徒と教師の共通目標＞ 
    みんなで一緒に「夢」を追いかけてみないか？ 
 

文責 校長：山﨑明彦、教頭：安永虎吉 

「一杯のかけそば！」 

  大晦日の夜の北海亭。そろそろ閉店時間、入口の戸がガラガラガラと開いて、二人の男の子を連れた女性が入ってきた。その女

性が「あのー、かけそば、一人前なのですが、よろしいでしょうか」と言った。後ろでは、二人の子どもたちが心配顔で見上げている。

「えっ、どうぞこちらへ」「かけ一丁！」と声をかける。それを受けた主人は、「あいよっ！かけ一丁！」とこたえ、玉そば1個と、さらに半

個を加えてゆでる。客と妻に悟られぬサービスで、大盛りの分量のそばがゆであがる。一杯のかけそばを囲んで、顔を寄せ合って

食べている三人の話し声がかすかに届く。150円の代金を支払い、「ごちそうさまでした」と頭を下げて出ていく母子三人。そして1

年がすぎ、再び12月31日がやってきた。10時をすぎたころ、二人の男の子を連れた女性が入ってきた。「あのー、かけそば、一人

前なのですが・・」「どうぞどうぞ」、「かけ一丁！」と大きな声をかける。「あいよっ！かけ一丁」と主人はこたえながら、消したばかり

のコンロに火を入れる。「ねえお前さん、三人前、出してあげようよ」そっと耳打ちする女将に、「だめだ、そんな事したら、かえって気

をつかうべ」と言いながら玉そば一つ半をゆであげる夫。一杯のそばを囲んだ母子三人の会話が、二人に聞こえる。 その翌年の

大晦日の夜、北海亭の主人と女将は、そわそわと落ち着かない。10時をまわり、主人は、「かけそば二百円」と書かれていたメ

ニュー札が百五十円に早変わりさせていた。10時半になって母と子の三人連れが入ってきた。二人とも見違えるほど成長してい

た。「いらっしゃいませ！」と笑顔で迎える女将に、母親は「あのー、かけそば、二人前なのですが・・」、「どうぞどうぞ。さぁこちら

へ」、「かけ二丁！」それを受けて「あいよっ！かけ二丁！」とこたえた主人は、玉そば3個を湯の中に放り込んだ。兄が先生から預かっ

てきた手紙の話を母親に打ち明ける。「淳の書いた作文が全国コンクールに出品されることになったので、授業参観日に、その作文

を淳に読んでもらうって。手紙をお母さんに見せれば、むりして会社を休むのわかるから、ボクが参観日に行ったんだ」「作文はね、

お父さんが、交通事故で死んで、たくさんの借金が残ったこと、お母さんが朝早くから夜遅くまで働いていること、ボクが朝刊夕刊

の配達に行っていること、そして12月31日の夜、三人で食べた一杯のかけそばが、とてもおいしかったこと。たった一杯しか頼まな

いのに、おそば屋のおじさんとおばさんは、ありがとうございました！どうかよいお年を！って大きな声をかけてくれたこと。その声は、

負けるなよ！がんばれよ！生きるんだよ！て言っているような気がしたって。それで淳は、大人になったら、お客さんに、がんばって

ね！って思いをこめて、ありがとうございました！と言える日本一のおそば屋さんになりますって、大きな声で読み上げたんだよ」カウ

ンターの奥で主人と女将は、こらえきれずあふれでる涙を拭っていた。また一年がすぎて・・・。あの母子三人は現れなかった。数年

の歳月が流れた12月31日の夜の10時半すぎ、オーバーを手にスーツを着た二人の青年が入ってきた。女将が「閉店なものです

から」と断ろうとしたとき、和服姿の婦人が深々と頭を下げて入ってきた。和服の婦人が静かに言った。「あのー、かけそば、三人前

なのですが、よろしいでしょうか」。あの日の若い母親と幼い二人の姿が、目の前の三人と重なった。青年の一人が言った。「私たち

は、14年前の大晦日、母子三人で一人前のかけそばを注文した者です。あのときの、一杯のかけそばに励まされて、三人手を取り

合って生きることができました。私は、大学病院に小児科医の卵として勤めております。銀行に勤める弟と相談して、今までの人生

の中で、最高のぜいたくを計画しました。それは、大晦日に母と三人で、北海亭さんを訪ね、三人前のかけそばを頼むことでした」。

女将と主人の目からドッと涙があふれでた。「あいよっ！かけ三丁！・・」 、主人の大きな声が店に響きわたっていた。 

 生徒諸君、保護者の皆様、そして春日南中をいつも応援してくださる地域の皆様。良いお年をお迎えください・・ 



Page ２ 学校だより｢夢追人｣ 

春日市大土居3丁目11番地１ 
 電話  ０９２ (５９５) ０９０５   

  Fax   ０９２ (５９５) ０９１９ 
春日市立春日南中学校 

１２月１６日（土）に「第２２期なんちゅうカレッジ祭」を

開催しました。 

当日は気温も低くなり寒い中でしたが、参加生徒も

多く、体育館は熱気であふれかえっていました。 

ステージ発表では、ゴルフ講座の発表を皮切りに、

茶道、三味線、演劇・ミュージカル、気軽に合唱などの

各講座が工夫を凝らしたステージ発表を行いました。

展示発表では、ステージ発表以外の各講座の作品な

どがたくさん展示され、訪れた方々の目を楽しませて

いました。 

どの講座もこれまでの取組がよくわかったり、その

成果を存分に発揮したりできた発表となりました。参

観した生徒たちも、友達の日ごろ見られない姿を見る

ことができてとても楽しそうにしていました。 

〈編集後記〉  

本年も残すところあとわずかとなりました。保護者や地域の皆様のご支援のおかげで、ここまで無事に教育活動を進め

ることができました。なんちゅうカレッジにも多くの生徒の皆さんが参加したことで、大盛況で終わることができました。来

年も皆様にとりましてよいお年であることを祈念しております。来年もよろしくお願いいたします。 

１・２月の主な学校行事 １２月２２日現在 

 
第２２期なんちゅうカレッジ祭開催 

 １月 ９日 後期後半開始日  ２月 ２日 １・２年学力診断テスト 私立前期入試 

 １月１１日 冬課題テスト、パラマ入試（～１２日）  ２月 ６日 公立推薦入試（～７日） 

 １月１５日 教育相談（～２２日）  ２月 ８日 学校運営協議会 コミュニティ集会 
       自治会別集会 

 １月１８日 新入生保護者説明会  ２月１５日 後期期末考査（１・２年のみ） 

 １月１９日 私立専願入試  ２月１６日 後期期末考査 

 １月２４日 公立特色化選抜入試（～２５日）  ２月２７日 １年進路学習会 

 １月２６日 生徒会専門委員会、２年進路学習会  ２月２９日 生徒会専門委員会 

【ステージ発表】 

（演劇・ミュージカル） 

【展示発表】 

 
規範意識育成学習会実施（１２/１８） 

１２月１８日（月）に全学年を対象として、「規範意識育成学習会」を

実施しました。講師として、「NPO法人子どもとメディア」の公式イン

ストラクターである和田貴美子先生にお越しいただき、SNSやスマ

ホの注意点や上手に付き合う方法などについて分かりやすくお話し

ていただきました。 

生徒たちも講師の先生の話をしっかりと聞き、自分に当てはまると

思われる話などには素直に反応する姿が見られました。 

規範意識育成学習会 


